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<αき'-{ali,αEMn(α1,α2,･･--,αn,:i)-P+(出 (~1)kp-(i) (k-1,2) (3)
で規定するoMnの時間発展はGlauberモデル6)と同じ形で考え,"分子場近似"を行 うとFP方
程式の ドリフト項に表われるQ(i)(-P+(tト P~(i)- <αi>)は磁化曲線を表わす式と同じ
になる｡とくに∽の定常状態では,拡散係数Dは
D-驚くαi> (4)
と書ける｡ ここでで｡-7n/i., 'nはゾ- リムシの質量,吊まWの分布を規定するパラメータ-で
ある｡ 次に丑)に関する"∫"のモデルとして
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